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【活動の基本情報】 

 参加学生数：15名 

    「 1 年生 4名、2年生「：5 名、3年生「：4 名、4年生「：2 名） 

 活動期間：2020 年 6月～ 

 担当教員：岸上光克、永瀬節治 

  

1．活動実施の経緯 

 有田市では、有田みかんのブランド化や販路開拓など

のみかん産業に対する支援を積極的に展開する中で、毎

年みかん収穫前にみかんの大きさを揃えるために成りす

ぎた果実を減らす作業「 摘果作業）によって捨てられている「 青みかん「 摘果みかん）」の

価値向上に向けた取り組みを、令和２年度から LIP の活動として進めている。また令和 2

年 3月に有田市宮原町の旧駐在所をリノベーションして誕生した地域交流拠点「 宮原さん

家 ち）」の活用にも取り組んでいる。 

 

2．活動の内容 

 今年度はイベント班、レシピ班、栽培情報班に分かれ、宮原地域交流協議会をはじめと

する地域の方々とともに複数の現地活動を実施した。宮原さん家での 1日限定の青みかん

ピザの販売 10 月）や、同企画に向けて地域の方々から試作品へのコメントをいただく

 おかんの試食会」、宮原さん家で地域の子どもたちを見守る「 おかん当番」の体験を行っ

たほか、昨年度の宮原小学校での授業に際し小学生から提案された青みかんの活用案を基

に試作品づくりを行う 試作会」も実施した。さらに 11 月下旬にあべのハルカスで開催

された「 ハルカス学園祭」にも 2度目の出展を行い、展示等による活動内容の PRや来場

者との交流を行ったほか、令和 5年 2月中旬には和歌山市の藤戸台小学校において青みか

んに関する出張授業も行う予定である。 

 

3．活動を通じて 

コロナ禍の状況も徐々に落ち着き、対面での活動が再開する中で、今年度は現地でのイベ

ントをはじめ様々な企画・提案を具体化する活動を実践することができた。4 年目となる

来年度は、これまでの成果を踏まえ、商品開発や価値の発信など、青みかんの可能性を地

域の方々とともにより引き出すための企画や体制づくりに発展することを期待したい。 
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4．成果ポスター



 

合同報告会 当日の様子 

 

和歌山県有田市宮原 

 

テーマ：青みかん（摘果みかん）の価値を上げる 

 宮原青みかんLPPでは、発表順が最後であったため、

それまでの間、他の LPPの発表を聞くことができた。発

表の際には、同じ報告時間帯に他の発表がなく、ポスター

セッションというよりも、大勢の座っている人に対して

発表する形となった。発表中は、ポスターを間近で見ても

らうことは難しかったが、より多くの人に私たちの活動

を知ってもらえたことは本当によかった。メンバーのみ

んなも、予想外の展開に緊張しながらも各自の役割を全

うしながら、限られた時間内で発表することができた。 

 コメントシートでは、私たちが大切にしている地域の

方との交流などについて多くのコメントがあり、発表や

ポスターによって私たちの活動を伝えることができ、と

ても良かったと感じた。来年度で 4年目となり集大成に差し掛かってくるが、今年度の活

動を活かしてもっと青みかんの価値を高めていきたいと思う。 


